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4期にわたる「ひさき」衛星による惑星間空間のヘリウム分布光学観測

4-season's optical observation of neutral helium distribution in

interplanetary space by Hisaki
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　「ひさき (SPRINT-A)」衛星の主目的は長期間にわろる継続した惑星観測であるが、 

　オプション観測して惑星間空間に分布するヘリウム原子からの共鳴散乱光観測を実施している。 

　星間ガスが、太陽圏との相対速度により星間風となり、ヘリオポーズを超えて惑星間空間に侵入している。 

　星間ガスの主成分は水素ガスとヘリウムガスであり、 

　イオン化エネルギーの高いヘリウム原子はイオン化することなく太陽近傍にまで侵入することができる。 

　侵入軌道は太陽重力と太陽光放射圧によって決まるが、ヘリウム原子の軌道は放射圧にはほとんど依存しな

いケプラー運動となり、 

　太陽の星間風の風下側に密度の濃い領域を形成する。これをヘリウムコーンと呼ぶ。 

　ヘリウムコーンのヘリウム分布は、星間風の速さと方向、星間空間ヘリウム原子の密度と温度によって決定

づけられる。 

　1970年代から実施されている歴史の長い研究であるが、 

　惑星間空間に滞在しながら星間ガスのパラメータ推定が可能であり、貴重な観測方法である。 

　「ひさき」衛星はヘリウムコーンを通過する11月から12月に合わせて惑星間空間ヘリウム原子の共鳴散乱

光観測を実施した。 

　今回は2015～2018年の4期に渡り観測した結果から、星間ガスのパラメータ推定の結果を報告する。
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